
演習問題の解答

第 0章

問題 0.1
問題 0.1.1
セル E1に「20%」，セル F1に「30%」，セル G1に「50%」とそれぞれ入力する．
入力モードを「半角英数字」にし，セル E2に「=」を入力する．番号 1の小テスト１の点数が入力されて

いるセル（B2）をクリックする．続けて，「*」を入力し，「20%」が入力されているセル（E1）をクリック
し，そのまま F4 キーを 2 回押す．すると，「=B2*E$1」というように，「1」の前に「$」記号が付き，「1
（行）」が固定される．Enterキーを押し，それ（E2）を下にオートフィルし，そのまま（セル範囲 E2:E21が
選択されている状態で）セル範囲の右下あたりにマウスポインタを合わせると，マウスポインタが「＋」の
形になる．この状態のまま右にドラッグし G列までオートフィルすれば，正しく求められる．

問題 0.1.2
セル H1に「合計」と入力する．
入力モードを「半角英数字」にし，セル H2に「=su」などと入力すると，予測変換で関数の候補の一覧が

出てくる．そこから「SUM」をダブルクリックし選択する．すると，「=SUM(」と入力されるので，合計を
とるデータの範囲（E2:G2）をドラッグして選択する．Enter キーを押すと合計 49.1 が計算される．セルに
は「=SUM(E2:G2)」と入力される．このセル（H2）が選択されている状態で，そのセルの右下あたりにマ
ウスポインタを合わせると，マウスポインタが「＋」の形になる．この状態のまま下に（セル H21まで）ド
ラッグする（またはダブルクリックする）と，オートフィルすることができる．
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問題 0.1.3
合計が入力されている H 列のどこかのセルを選択した状態で，ホームタブの（編集グループにある）［並

べ替えとフィルター］をクリックし，「降順」を選択する．

問題 0.2
入力モードを「半角英数字」にし，セル B2に「=」を入力する．すぐ左にある「1」が入力されているセ

ル（A2）をクリックする．右にオートフィルする際にこれを固定したいので，「A（列）」を固定しないとい
けない．そのために F4キーを 3回押す．すると，「A」の前に「$」記号が付き，「A（列）」が固定される．
続けて，「*」を入力し，すぐ上にある「1」が入力されているセル（B1）をクリックする．下にオートフィ
ルする際にこれを固定したいので，「1（行）」を固定しないといけない．そのために F4キーを 2回押す．す
ると，「1」の前に「$」記号が付き，「1（行）」が固定される．セル B2には「=$A2*B$1」が入力される．セ
ル B2 を下にオートフィルし，そのまま（セル範囲 B2:B13 が選択されている状態で）セル範囲の右下あた
りにマウスポインタを合わせると，マウスポインタが「＋」の形になる．この状態のまま右にドラッグし
オートフィルすれば，正しく求められる．
ためしに，たとえばセル C3をクリックして，何が入力されているか確認すると，「=$A3*C$1」となって

いることがわかる（なお，スピルを使うなら，セル B2に「=A2:A13*B1:M1」と入力すればいい）．
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第 1章

問題 1.1

個数 = 合計
平均値

であるので，求めるクラスの人数は，

3933
69 = 57

と計算され，57（人）となる．
この計算をエクセルで行う．まず，平均点の 69と合計点の 3933を入力する．

次に，人数を求めるセル（B4）に「=」を入力し，合計点（3933）が入力されているセル（B2）をクリッ
クする．

続けて，「/」を入力し，平均点（69）が入力されているセル（B1）をクリックする．

Enterキーを押す．

これで，人数 57（人）が求められた．
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問題 1.2
問題 1.2.1
データを入力し，商品 Aの売上個数の平均値を AVERAGE関数で求める．

オートフィルを使って，商品 B，商品 C，商品 Dのそれぞれの売上個数の平均値も求める．

ホームタブの（数値グループにある）［小数点以下の表示桁数を減らす］ボタンを，値が整数表示になる
までクリックする．

売上個数の平均値が一番小さいのは商品 Bであり，その平均値は約 1214（個）であることがわかる．

問題 1.2.2
都市ごとのそれぞれの売上個数の平均値を求め，整数の値で表示すると，東京の売上個数の平均値と大阪

の売上個数の平均値が同じになってしまう．

そこで，ホームタブの［小数点以下の表示桁数を増やす］ボタンを 1回クリックすると，東京の売上個数の
平均値のほうが小さいことがわかる．
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よって，売上個数の平均値が一番小さい都市は東京であり，その平均値は約 1180（個）ということになる．

問題 1.3
国語，英語，社会の平均点を AVERAGE関数で求める．データを指定する際は，セル B2をクリックして

選択したあと，Ctrl キーを押しながら，セル D2 とセル F2 をそれぞれクリックして選択すればいい（また
は，セル B2をクリックして選択したあと「,」を入力し，セル D2をクリックして選択し，さらに「,」を入
力し，セル F2をクリックして選択してもいい）．Aについては「=AVERAGE(B2,D2,F2)」と入力される．
数学，理科の平均点についても同様にすると，Aについては「=AVERAGE(C2,E2)」と入力される．これら
の結果を下にオートフィルして全員分について求める．

これより，国語，英語，社会の平均点が最も高いのは Bで，その平均点は約 86.3（点）であり，数学，理
科の平均点が最も高いのは Eで，その平均点は 79（点）であることがわかる．

問題 1.4
4年目の売り上げは初年度の 4 × 1 × 2倍に伸びている．つまり，初年度から 4年目で 8倍伸びていること

になる．ということは，売り上げの伸びの倍率をならす（平均する）と，
初年度から 2年目：2倍
2年目から 3年目：さらに 2倍
3年目から 4年目：さらに 2倍

として，その結果 2×2×2より 8倍となったと考えるのが自然である．この 8倍というのは，4と 1と 2の
幾何平均

3√4 × 1 × 2 = 3
√

8 = 2

で求められている．よって，求める１年間の売り上げの伸びの平均倍率は 2（倍）となる．
これは，「ある数」を 3回かけて，（4と 1と 2の積）8になるような「ある数」は何か，を求めているので

ある．
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エクセルでは，セル B1，B2，B3に 4，1，2をそれぞれ入力した場合，他のセルに「=(B1*B2*B3)^(1/3)」
と入力すると求めることができる．

問題 1.5
Kくんの家から学校までの距離を x mとすると，今週において学校に行くのに移動した距離は

x × 5 = 5x (m)

であり，かかった時間の合計は

( x

121 + x

102 + x

132 + x

129 + x

126

)
分

(
時間 = 距離

速さ

)
である．よって，平均の速さは

5x
x

121 + x

102 + x

132 + x

129 + x

126
=

5
1

121
+

1
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+
1

132
+

1
129

+
1

126

(
速さ = 距離

時間

)

となる．つまり，121，102，132．129，126の調和平均を使って求められるということである．
これは，121，102，132，129，126のそれぞれの逆数の相加平均値

1
121 + 1

102 + 1
132 + 1

129 + 1
126

5

の逆数

5
1

121 + 1
102 + 1

132 + 1
129 + 1

126

である．
エクセルでは，セル B1，B2，B3，B4，B5に 121，102，132，129，126をそれぞれ入力した場合，他のセ

ルに「=5/(1/B1+1/B2+1/B3+1/B4+1/B5)」と入力すると求めることができる．
今週での平均の速さは約 121.0（m/分）であることがわかる．

第 2章

問題 2.1
AVERAGE関数とMEDIAN関数をそれぞれ使うと，平均値が 55.25（点），中央値が 61（点）であること

がわかる．

問題 2.2
問題 2.2.1
AVERAGE関数を使う．5科目の平均点が最も高いのは Eで，その平均点は 77.2（点）である．

問題 2.2.2
AVERAGE 関数と MEDIAN 関数をそれぞれ使う．5 科目の中で，最も平均点が高い科目は社会で，その

平均点は約 76.7（点）であり，最も中央値が高い科目は国語で，その中央値は 80.5（点）である．
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問題 2.3
MODE.MULT関数（またはMODE.SNGL関数)と AVERAGE関数をそれぞれ使う．最頻値は 2（台）で

あり，平均値は約 1.62（台）である（関数を使うために，データ入力するのは数値だけにし「台」は入力し
てはいけない）．

問題 2.4
出身地の平均値，中央値，最頻値のうち，求められるものは最頻値である．
イタリア出身が 4名，フランス出身が 2名，香港出身が 3名，イギリス出身が 1名なので，一番多い出身

地はイタリアである．よって，出身地の最頻値はイタリアである．

注意� �
このように，最頻値は数値でないデータでも求められることがある．ただし，MODE.MULT 関数（ま
たはMODE.SNGL関数）のみではエラーになってしまい，求められない．� �
問題 2.5

MODE.MULT関数（またはMODE.SNGL関数）を使う．ペットの頭数の最頻値は 0（頭）である（デー
タ入力の際，数値のみを入力し，文字列「頭」は入力してはいけない）．

問題 2.6
AVERAGE関数，MEDIAN関数，そして，MODE.MULT関数（またはMODE.SNGL関数）をそれぞれ

使う．平均値は約 19660（円），中央値は 5000（円），最頻値は 5000（円）である．

問題 2.7

個数 = 合計
平均値

であるので，求めるデータの個数は，

450
56.25 = 8

と計算され，8（個）となる．
この計算をエクセルで行う．まず，平均値の 56.25 と合計の 450 をそれぞれ入力する．他のセルに「=」

を入力し，合計（450）が入力されているセルをクリックする．続けて，「/」を入力し，平均値（56.25）が
入力されているセルをクリックする．Enterキーを押すと，データの個数 8（個）が求められる．
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問題 2.8

合計 =平均値×個数

であるので，求めるデータの合計は，

4.1 × 20 = 82

と計算され，82となる．
この計算をエクセルで行う．まず，平均値の 4.1 とデータの個数の 20 を入力する．合計を求めるセルに

「=」を入力し平均（4.1）が入力されているセルをクリックする．続けて，「*」を入力し，データの合計
（82）が入力されているセルをクリックする．Enterキーを押すと，データの合計 82が求められる．

問題 2.9

(1)平均値が中央値より大きい例： 1，1，1，3，4　 （平均値が 2，中央値が 1）
(2)平均値が中央値より小さい例： 0，0，3，3，4　 （平均値が 2，中央値が 3）
(3)平均値が最頻値より大きい例： 1，1，1，3，4　 （平均値が 2，最頻値が 1）
(4)平均値が最頻値より小さい例： 0，1，3，3，3　 （平均値が 2，最頻値が 3）
(5)中央値が最頻値より大きい例： 1，1，2，3，4　 （中央値が 2，最頻値が 1）
(6)中央値が最頻値より小さい例： 0，1，2，3，3　 （中央値が 2，最頻値が 3）

第 3章

問題 3.1
TRIMMEAN 関数を使う．12 個のデータ中の 2 個を取り除いた平均値なので，TRIMMEAN 関数の「割

合」には「2/12」と入力する．トリム平均は 55.8（台）となる．

問題 3.2
TRIMMEAN 関数を使う．15 個のデータ中の 2 個を取り除いた平均値なので，TRIMMEAN 関数の「割

合」には「2/15」と入力する．トリム平均は，小数第 3位を四捨五入すると，約 64.62（点）となる．

問題 3.3
最低点（最小値）は 27で，レンジは 75である．

レンジ =最大値−最小値

なので，求める最高点（最大値）は，

最小値+レンジ = 21 + 75 = 96

と計算され，96となる．

8



問題 3.4
データ入力し，MAX関数で最大値，MIN関数で最小値を求める．
次に，レンジを求めるセルに「=」を入力し，最大値が計算されているセルをクリックする．続けて，「-」

を入力し，最小値が計算されているセルをクリックする．国語のレンジは 44，数学のレンジは 46，英語の
レンジは 47と計算される．よって，レンジが最も大きい科目は英語であり，そのレンジは 47であることが
わかる．

問題 3.5

国語の最小値 bが 47，レンジが 43なので，最大値 aは 47 + 43 = 90である．
数学の最大値 dが 78，レンジは 43なので，最小値 cは 78 − 43 = 35である．
英語の最大値 eは 96，最小値 fは 47なので，レンジ gは 96 − 47 = 49である．
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第 4章

問題 4.1
VAR.P関数で分散を求めると，約 186.7（台2）であることがわかる．

問題 4.2
STDEV.P 関数で標準偏差を求める．ホームタブの［小数点以下の表示桁数を減らす］ボタンを，値が小

数第 1位までの表示になるまでクリックする．

標準偏差が一番大きい科目は英語であり，その標準偏差は約 17.4（点）であることがわかる．
数学の標準偏差と理科の標準偏差の表示が同じになってしまったので，ホームタブの［小数点以下の表示

桁数を増やす］ボタンを 1回クリックすると，理科の標準偏差のほうが小さいことがわかる．

よって，標準偏差が一番小さい科目は理科であり，その標準偏差は約 11.1（点）である．

問題 4.3
分散が 4のとき標準偏差は

√
4，つまり，2である．また，標準偏差が 9のとき分散は 92，つまり，81で

ある．

問題 4.4
データ入力し，データタブの（分析グループにある）［データ分析］を選択して，分析ツールの「基本統計

量」を選んで求める．「統計情報」にチェックを入れ忘れないようにする．

Excelアドインのデータ分析ツールの「基本統計量」で求められる「標準偏差」は約 118.2（個）であるこ
とがわかる．

10



問題 4.5
平均点は AVERAGE 関数，中央値は MEDIAN 関数，標準偏差は STDEV.P 関数で求める．レンジは，

MAX関数で求めた最大値からMIN関数で求めた最小値をひいて求める．
A クラスの点数，B クラスの点数それぞれについて，偏差を計算すると下記のようになる（（下記のよ

うにデータ入力し，A クラスの点数の平均値をセル M2 に計算した場合）A クラスの最初の点数の偏差を
「=B2-$M2」と入力し，下にオートフィルして，さらに右にもオートフィルすればいい）．

この偏差の表の 2 行分を選択して，挿入タブの（グラフグループにある）［縦棒/横棒グラフの挿入］の
「2-D縦棒」の「集合縦棒」を選ぶ．

問題 4.6
平均点は AVERAGE 関数，トリム平均は TRIMMEAN 関数，最頻値は MODE.MULT 関数（または

MODE.SNGL 関数），分散は VAR,P 関数，標準偏差は STDEV.P 関数で求める．ここで，トリム平均は 20
個のデータ中の 2個を取り除いた平均値なので，TRIMMEAN関数の「割合」には「2/20」と入力する．
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第 5章

問題 5.1
クラスごとに AVERAGE関数で平均値，STDEV.P関数で標準偏差をそれぞれ求める（Aクラスの平均値

をセル B13に，標準偏差をセル B14にそれぞれ求めて，右にオートフィルする）．
次に，（セル G2に）「=STANDARDIZE(」と入力し，Aクラスの 1番の点数（B2）をクリックして指定す

る．続けて，「,」を入力し，Aクラスの平均点が計算されているセル（B13）をクリックし F4キーを 2回押
す．さらに，「,」を入力し，Aクラスの標準偏差が計算されているセル（B14）をクリックし F4キーを 2回
押す．Enter キーを押すと A クラスの 1 番のもともとの点数を標準化した値が計算される（セル G2 には
「=STANDARDIZE(B2,B$13,B$14)」と入力される．これは，下にオートフィルするときに「平均」と「標
準偏差」の行番号を固定するために，その前に「$」を付けているのである．一方，あとで右にオートフィ
ルするために，列番号 Bの前には「$」を付けてはいけない）．
下にオートフィルして，さらに右にもオートフィルしてデータ全部を標準化する（標準化したデータたち

の最大値と最小値をそれぞれMAX関数とMIN関数を用いて求めてもいい）．

これより，標準化したときに最も大きくなる値は約 1.814で，Cクラスの 5番の点数である．また，標準
化したときに最も小さくなる値は約 −2.026 で，B クラスの 4 番の点数である（なお，標準化する際にスピ
ルを使うなら，セル G2に「=STANDARDIZE(B2:E11,B13:E13,B14:E14)」と入力すればいい）．

問題 5.2
Kさんの点数のみ科目ごとに標準化すれば十分である．
科目ごとに AVERAGE関数で平均値，STDEV.P関数で標準偏差を求める（国語の平均値をセル B14に，

標準偏差をセル B15にそれぞれ求めて，右にオートフィルする）．
そして，（セル H12 に）「=STANDARDIZE(B12,B14,B15)」と入力して，右にオートフィルすればいい．

この場合，「$」は不要．
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これより，K さんの点数で標準化した値が最も大きくなる科目は英語で，その標準化した値は約 1.779 で
ある．また，Kさんの点数で標準化した値が 2番目に大きくなる科目は，小数第 3位までの表示にすると，
国語と理科が同じ値で表示されるのでどちらかわからない．そこで，小数第 4位まで表示させると，

となり，国語の値のほうが大きいことがわかる．よって，Kさんの点数で標準化した値が 2番目に大きくな
る科目は国語で，その標準化した値は約 1.778である．

補足� �
全員の点数を科目ごとに標準化すると，下記のような結果になる
（セル H2 に「=STANDARDIZE(B2,B$14,B$15)」と入力して，下にオートフィルして，さらに右に
もオートフィルし，データ全部を標準化している）（なお，標準化する際にスピルを使うなら，
「=STANDARDIZE(B2:F12,B14:F14,B15:F15)」のように入力すればいい）．

� �
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問題 5.3
まず，女性の体重と体脂肪率についてそれぞれ，AVERAGE関数で平均値，STDEV.P関数で標準偏差を

求める（女性の体重の平均値をセル B15 に，標準偏差をセル B16 にそれぞれ求めて，右にオートフィル
する）．
そして，（セル H13に）「=STANDARDIZE(B13,B15,B16)」と入力して，番号 11の女性の標準化した体重

の値を求める．これを右にオートフィルして，番号 11 の女性の標準化した体脂肪率の値も求める．この場
合，「$」は不要．

これより，番号 11 の女性の身長を標準化した値は約 −1.05 であり，体重を標準化した値は約 −1.30 であ
ることがわかる（なお，標準化する際にスピルを使うなら「=STANDARDIZE(B13:C13,B15:C15,B16:C16)」
と入力すればいい）．

問題 5.4
作成した問題５．３のファイルを開く．
セル範囲 B15:B16（または C15:C16）を右にオートフィルし，男性の体重の平均値と標準偏差，および，

男性の体脂肪率の平均値と標準偏差をそれぞれ求める（または，サポートページからダウンロードできる元
データ「第５章　ファイル 6」を開き，女性の体重の平均値をセル B15に，標準偏差をセル B16にそれぞれ
求めて，右にオートフィルする）．
そして，（セル H3に）「=STANDARDIZE(B3,B$15,B$16)」と入力して，番号 1の女性の標準化した体重

の値を求める（「平均」と「標準偏差」の行番号を固定するため，F4キーを 2回押すことにより行番号の前
に「$」を付ける）．下にオートフィルして，さらに右にもオートフィルしてデータ全部を標準化する．
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これより，（男女別に）標準化した体脂肪率の値のほうが（男女別に）標準化した体重の値より小さい女
性の番号は 2，3，5，7，9，11であり，男性の番号は 2，3，9であることがわかる（なお，標準化する際に
スピルを使うなら「=STANDARDIZE(B3:E13,B15:E15,B16:E16)」と入力すればいい）．

第 6章

問題 6.1
問題 6.1.1
［最高気温］と［旅行者数］の折れ線グラフ（日付を横軸にする）（第 2軸を採用）：

問題 6.1.2
［最高気温］（横軸）と［旅行者数］（縦軸）の散布図：
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問題 6.1.3
［最高気温］と［商品 Aの売上金額］と［商品 Bの売上金額］の折れ線グラフ（日付を横軸にする）（第 2
軸を採用）：

これより，［最高気温］，［商品 Aの売上金額］，［商品 Bの売上金額］のうち，増加傾向にあるように見え
るのは［商品 Aの売上金額］であることがわかる．

問題 6.1.4
［最高気温］（横軸）と［商品 Aの売上金額］（縦軸）の散布図：

［最高気温］（横軸）と［商品 Bの売上金額］（縦軸）の散布図：
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問題 6.1.5
［旅行者数］と［商品 Aの売上金額］と［商品 Bの売上金額］の折れ線グラフ（日付を横軸にする）（第 2
軸を採用）：

これより，［旅行者数］，［商品 Aの売上金額］，［商品 Bの売上金額］のうち，同じように増減しているよ
うに見え，深い関係がありそうに見えるのは，［旅行者数］と［商品 A の売上金額］の組み合わせであるこ
とがわかる．

問題 6.1.6
［旅行者数］（横軸）と［商品 Aの売上金額］（縦軸）の散布図：

［旅行者数］（横軸）と［商品 Bの売上金額］（縦軸）の散布図：

17



これより，直線的で右上がりの傾向があるものは［旅行者数］と［商品 Aの売上金額］の散布図であるこ
とがわかる．

問題 6.2
問題 6.2.1
表中のどこかのセルを選択した状態で，挿入タブの（テーブルグループにある）［ピボットテーブル］（の

「テーブルまたは範囲から」）を選択する．「テーブル/範囲」に表全体が選択されていることを確認する．
OKボタンを押すと「ピボットテーブルのフィールド」が出てくる．
「性別」，「車のボディタイプ」の順にチェックを入れる．すると，「行」ボックスに「性別」が上で「車の
ボディタイプ」が下に入る．
そして，上部にある，ボックスにチェックの入った「車のボディタイプ」（という文字列）をドラッグし

て「値」ボックスに移動させる．すると，「値」ボックスに「個数/車のボディタイプ」が入る（または，
ボックスにチェックの入った「性別」（という文字列）をドラッグして「値」ボックスに移動させてもいい．
この場合は，「値」ボックスに「個数/性別」が入る）．

次に，「行」ボックス内の「車のボディタイプ」を「列」ボックスに移動させる．
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このピボットテーブルが選択されている状態において，（ピボットテーブル）分析タブの（ツールグルー
プにある）［ピボットグラフ］を選ぶ．［横棒］の［100%積み上げ横棒］を選択すると，下のようなグラフが
得られる．

問題 6.2.2
表中のどこかのセルを選択した状態で，挿入タブの［ピボットテーブル］（の「テーブルまたは範囲か

ら」）を選択する．「テーブル/範囲」に表全体が選択されていることを確認する．OK ボタンを押すと「ピ
ボットテーブルのフィールド」が出てくる．
「車のボディタイプ」，「性別」の順にチェックを入れチェックを入れる．すると，「行」ボックスに「車の
ボディタイプ」が上で「性別」が下に入る．
そして，上部にある，ボックスにチェックの入った「車のボディタイプ」（という文字列）をドラッグし

て「値」ボックスに移動させる．すると，「値」ボックスに「個数/車のボディタイプ」が入る（または，
ボックスにチェックの入った「性別」（という文字列）をドラッグして「値」ボックスに移動させてもいい．
この場合は，「値」ボックスに「個数/性別」が入る）．

次に，「行」ボックス内の「性別」を「列」ボックスに移動させる．
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このピボットテーブルが選択されている状態において，（ピボットテーブル）分析タブの（ツールグルー
プにある）［ピボットグラフ］を選ぶ．「横棒」の「100%積み上げ横棒」を選択すると，下のようなグラフが
得られる．

第 7章

問題 7.1
問題 7.1.1
データタブの（分析グループにある）［データ分析］を選択して，分析ツールを使って相関係数を求める．

これより，［最高気温］と［旅行者数］の相関係数は約 −0.752，［最高気温］と［商品 Aの売上金額］の相
関係数は約 −0.784，［最高気温］と［商品 Bの売上金額］の相関係数は約 0.740，［旅行者数］と［商品 Aの
売上金額］の相関係数は約 0.922，［旅行者数］と［商品 Bの売上金額］の相関係数は約 −0.443となる．そ
れぞれの散布図は問題 6.1の解答参照．

問題 7.1.2
線形近似の近似曲線は下記のようになり，回帰式は

y = 0.1832x + 14.694

となることがわかる．
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問題 7.1.3
問題 7.1.2より，［旅行者数］（x）と［商品 Aの売上金額］（y）についての回帰式は

y = 0.1832x + 14.694

である．よって，セルに計算式「=0.1832*1000+14.694」を入れると，［旅行者数が 1000 人のときの商品 A
の売上金額の予測値］約 197.894（万円）が求められる．また，セルに計算式「=0.1832*0+14.694」を入れ
ると，［旅行者が誰もいないときの商品 A の売上金額の予測値］約 14.694（万円）が求められる．後者はた
しかに回帰式の切片と一致する．

問題 7.1.4
線形近似の近似曲線は下記のようになり，回帰式は

y = −23.239x + 927.24

となることがわかる．

問題 7.1.5
問題 7.1.4より，［最高気温］（x）と［商品 Aの売上金額］（y）についての回帰式は

y = −23.239x + 927.24

である．よって，セルに計算式「=-23.239*30+927.24」を入れると，［最高気温が 30.0℃のときの商品 A の
売上金額の予測値］約 230.07（万円）が求められる．
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また，セルに計算式「=-23.239*31+927.24」を入れると，［最高気温が 31.0℃のときの商品 A の売上金額
の予測値］約 206.831（万円）が求められる．

問題 7.1.6
［8月 11日における商品 Aの売上金額の実測値］は 176（万円）である．また，問題 7.1.5で求めた［最高
気温が 31.0℃のときの商品 Aの売上金額の予測値］は約 206.831（万円）である．よって，176 − 206.831を
エクセルで計算すると，差（残差）約 −30.831（万円）が求められる．

第 8章

問題 8.1
問題 8.1.1
分析ツールの「回帰分析」を選び，「入力 Y範囲」は結果系のデータ（この場合は「商品 Aの売上金額」，

D1:D16），「入力 X 範囲」は原因系のデータ（この場合は「最高気温」，B1:B16），「ラベル」にチェックす
る．「残差」にもチェックを入れておく．
回帰式の傾きは約 −23.24，切片は約 927.24であることがわかる．

つまり，［最高気温］（x）と［商品 Aの売上個数］（y）についての回帰式は

y = −23.24x + 927.24　 　（傾きと切片は概数）

となる．一般に，直線の方程式「y = ax+b（a, bは定数）」において，xが 1増えると yは傾き aの分だけ増
える．つまり，気温が 1℃上がると，商品 Aの売上金額は約 −23.24（万円）だけ増えると予測できることに
なる．いいかえると，気温が 1℃上がると，商品 Aの売上金額」は約 23.24（万円）だけ減ると予測できる．

問題 8.1.2
回帰分析の結果，残差が最も大きくなるのは観測値 13，つまり，8月 13日であり，その日の商品 Aの売

上金額の予測値は約 137.09（万円）であることがわかる．

問題 8.1.3
問題 8.1.1より，回帰式の傾きは約 −23.24，切片は約 927.24である．

よって，［最高気温が 33.3℃のときの商品 Aの売上金額］は，空いているセルに「=［傾きが入力されたセ
ル番地］*33.3+［切片が入力されたセル番地］」と入力すると求められる．約 153.36（万円）と計算される．
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問題 8.1.4
回帰分析の結果，［最高気温］と［商品 Aの売上金額］についての R-2乗値は約 0.62であり，［最高気温］

と［商品 Bの売上金額］についての R-2乗値は約 0.55である．
よって，［最高気温］と［商品 Aの売上金額］についての回帰式による予測精度と，［最高気温］と［商品

B の売上金額］についての回帰式による予測精度のうち，大きいほうは［最高気温］と［商品 A の売上金
額］についての回帰式による予測精度である．

問題 8.2
問題 8.2.1
分析ツールの「回帰分析」を選び，「入力 Y範囲」は結果系のデータ（この場合は「点数」，D1:C16），「入

力 X範囲」は原因系のデータ（この場合は「勉強時間」，C1:C16），「ラベル」にチェックする．「残差」にも
チェックを入れておく．

これより，一番予測が当たっている，つまり，残差の絶対値が最も小さくなる番号は 3であり，その残差
は約 1.664（点），予測値は約 57.336（点），実測値は 59（点）であることがわかる．
また，この実測値から予測値をひくと，約 1.664（点）になり，その残差と一致することが確認できる．

問題 8.2.2
回帰分析の結果，回帰式の傾きは約 0.491，切片は約 27.882である．

つまり，勉強時間（x）と点数（y）についての回帰式は

y = 0.491x + 27.882　（傾きと切片は概数）

となることがわかる．よって，［勉強時間が 120時間のときの点数の予測値］は，空いているセルに「=［傾
きが入力されたセル番地］*120+［切片が入力されたセル番地］」と入力すると求められる．約 86.790（点）
と計算される．
同様にして，［勉強時間が 130時間のときの点数の予測値］は約 91.699（点）と計算される．

23



問題 8.2.3
問題 8.2.2と同様にし，［勉強時間が 121時間のときの点数の予測値］から順番に計算すると，

となる．はじめて点数の予測値が 90 点以上になるのは勉強時間が（整数値では）127 時間のときである．
よって，90点以上の点数を取るには，127時間勉強すれば十分であると予測できる（もちろん 128時間（ま
たはそれ以上）勉強すれば十分であるとも予測できるが，求める「最小の」整数値は 127（時間）というこ
とになる）．

問題 8.2.4
勉強時間と点数についての回帰分析における R-2乗値は約 0.618であることがわかる．

問題 8.3
問題 8.3.1
データタブの（分析グループにある）「データ分析」を選択して、分析ツールを使って相関係数を求める．

これより，価格と売上個数の相関係数は約 −0.86 となることがわかる（CORREL 関数で求めてもいい）．

問題 8.3.2
散布図と線形近似の近似曲線は下記のようになり，価格（x）と売上個数（y）についての回帰式は

y = −13.351x + 4160.1

となることがわかる．
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問題 8.3.3
問題 8.3.2より，価格（x）と売上個数（y）についての回帰式は

y = −13.351x + 4160.1

である．よって，セルに計算式「=-13.351*260+4160.1」を入れると，［価格を 260円としたときの売上個数
の予測値］が計算され，約 689（個）であることがわかる．

問題 8.3.4
問題 8.3.2より，価格（x）と売上個数（y）についての回帰式は

y = −13.351x + 4160.1

である．一般に，直線の方程式「y = ax + b （a, bは定数）」において，xが 1増えると yは傾き aの分だけ
増える．つまり，価格を 1円上げると売上個数は約 −13.35（個）だけ増えると予測できることになる．いい
かえると，価格を 1円上げると売上個数は約 13.35（個）だけ減ると予測できる．

問題 8.3.5
問題 8.3.4の結果より，価格を 1円下げると売上個数は約 13.35（個）だけ増えると予測できる．

第 9章

問題 9.1
セル A1に「価格」，A2に「仕入れ値」，A3に「売上個数」，A4に「粗利」，A5に「利益」と入力する．セ

ル B1（価格）に「100」，セル B2（仕入れ値）に「100」を入力する．セル B3（売上個数）には

「− 1.69 × [価格のセル] + 369.08」，つまり，「=-1.69*B1+369.08」

を入力する．セル B4（粗利）は

「[価格のセル] − [仕入れ値のセル]」，つまり，「=B1-B2」

を入力する．セル B5（利益）は

「[売上個数のセル] × [粗利のセル]」，つまり，「=B3*B4」
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を入力する．

データタブの（分析グループにある）ソルバーを選択し，「ソルバーのパラメーター」ダイアログボック
スを出す．
「目的セルの設定」には利益のセル B5を指定する．
「目標値」は「最大値」を選択する．
「変数セルの変更」には価格のセル B1を指定する．
「制約条件の対象」には制約条件を入れる．ここでは，原因となる価格を整数のみで考えたいので，「価格
のセル B1は整数しかとらない」という制約条件を入れる．「制約条件の対象」の右にある「追加」をクリッ
クし，「セル参照」に B1を指定し，真ん中を「int」として OKボタンを押す．
そして，「ソルバーのパラメーター」ダイアログボックスの「解決」を押すと，計算され，「ソルバーの結

果」ダイアログボックスが出てくる．OK ボタンを押すと，最適化の結果の値，つまり，最大になった予測
利益「約 5922（円）」が求められていることが確認できる．

問題 9.2
問 9.2.1
分析ツールの「回帰分析」を選び，「入力 Y範囲」は結果系のデータ（この場合は「売上個数」，C1:C11），

「入力 X範囲」は原因系のデータ（この場合は「価格」，B1:B11），「ラベル」にチェックする．「残差」にも
チェックを入れておく．

これより，残差の絶対値が最も大きくなるのは 5日目であり，その日の売上個数の実測値は 120（個），予
測値は 111（個）であることがわかる．

問題 9.2.2
回帰分析の結果，回帰式の傾きは-1.55，切片は 266であることがわかる．
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つまり，価格（x）と売上個数（y）についての回帰式は

y = −1.55x + 266

となることがわかる．よって，［価格が 75 円のときの売上個数の予測値］は，空いているセルに「=［傾き
が入力されたセル番地］*75+［切片が入力されたセル番地］」と入力すると求められる．149.75（個）と計
算される．
同様にすると，［価格が 115円のときの売上個数の予測値］は 87.75（個）と計算される．

問題 9.2.3
価格と売上個数についての回帰分析における R-2乗値は約 0.871であることがわかる．

問題 9.2.4
回帰分析の結果，価格（x）と売上個数（y）についての回帰式は

y = −1.55x + 266

となる．一般に，直線の方程式「y = ax + b （a, bは定数）」において，xが 1増えると yは傾き aの分だけ
増える．つまり，価格を 1 円上げると売上個数は −1.55（個）だけ増えると予測できることになる．これよ
り，価格を 1円下げると売上個数は約 1.55（個）だけ増えると予測できる．

問題 9.2.5
回帰分析の結果，回帰式は下記のようになる．

売上個数 = −1.55 ×価格+ 266

データタブの（分析グループにある）［ソルバー］を使って最適化の結果の値を求める．
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最大になった予測利益は「約 4827（円）」であり，それを与える販売価格は「116（円）」であることがわ
かる．

問題 9.3
問題 9.3.1
分析ツールの「回帰分析」を選び，「入力 Y範囲」は結果系のデータ（この場合は「売上個数」，C1:C15），

「入力 X範囲」は原因系のデータ（この場合は「価格」，B1:B15），「ラベル」にチェックする．「残差」にも
チェックを入れておく．

これより，［1日目の売上個数の予測値］は約 143.2（個）であり，［2日目の売上個数の予測値］は約 114.4
（個）であることがわかる．
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問題 9.3.2
6日目（または 9日目）の価格は 1000円なので，［価格が 1000円のときの売上個数の予測値］は［6日目

（または 9日目）の売上個数の予測値］であり，約 140.6（個）であることがわかる．

問題 9.3.3
回帰分析の結果，回帰式の傾きは約-0.1307，切片は約 271.3であることがわかる．

よって，［価格が 1100 円のときの売上個数の予測値］は，空いているセルに「=［傾きが入力されたセル
番地］*1100+［切片が入力されたセル番地］」と入力すると求められる．約 127.5（個）と計算される．

問題 9.3.4
価格と売上個数についての回帰分析における R-2乗値は約 0.789であることがわかる．

問題 9.3.5
回帰分析の結果，価格（x）と売上個数（y）についての回帰式は

y = −0.1307x + 271.3

となる．

問題 9.3.6
一般に，直線の方程式「y = ax+b（a, bは定数）」において，xが 1増えると yは傾き aの分だけ増える．

つまり，価格を 1 円上げると売上個数は約-0.1307（個）だけ増えると予測できることになる．これより，
価格を 1 円下げると売上個数は約 0.1307（個）だけ増える，つまり，価格を 100 円下げると売上個数は約
13.07（個）だけ増えると予測できる．

問題 9.3.7
問題 9.3.5より，回帰式は下記のようになる．

売上個数 = −0.1307 ×価格+ 271.3

データタブの（分析グループにある）ソルバーを使って最適化の結果の値を求める．

29



最大になった予測利益は「約 53179（円）」であることがわかる（それを与える販売価格は「1438（円）」
であることもわかる）．最大になった予測利益「約 53179（円）」の百の位を四捨五入して，千の位までの値
にすると「約 53000（円）」となる．

第 10章

問題 10.1
データタブの（分析グループにある）［データ分析］を選択して，分析ツールの「移動平均」を選ぶ．「入

力範囲」は学習塾の売上高合計のデータ（C2:C25），「区間」は「12」，「出力先」は最初の学習塾の売上高合
計データのとなり（D2）にする．
季節変動値は「売上高合計（原数値）÷移動平均」で求められる．2020年 5月の季節変動値を求めるセル

（E18）に「=C18/D18」と計算式を入れると，約 0.590であることがわかる．

問題 10.2
問題 10.2.1
月と売上高合計の 2列分（B14:C86）を選択して，挿入タブの［折れ線/面グラフの挿入］の「2-D折れ線」

の「折れ線」を選ぶ．
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問題 10.2.2
データタブの（分析グループにある）［データ分析］を選択して，分析ツールの「移動平均」を選ぶ．「入

力範囲」は売上高合計のデータ（C15:C86），「区間」は「12」，「出力先」は最初の売上高合計データのとな
り（D15）にする．2016年 2月の移動平均値は約 7912（百万円）であることがわかる．

問題 10.2.3
月と売上高合計と移動平均の 3 列分（B14:D86）を選択して，挿入タブの［折れ線/面グラフの挿入］の

「2-D折れ線」の「折れ線」を選ぶ．

問題 10.2.4
季節変動値は「売上高合計（原数値）÷移動平均」で求められる．セル E26に「=C26/D26」と計算式を

入れ，下にオートフィルする．2016年 2月の季節変動値は約 0.500であることがわかる．

問題 10.3
問題 10.3.1
作成した問題 10.2 のファイルを開き，E 列の季節変動値のデータ（E26:E86）を選択する．右クリックを

し，「コピー」を選択する．そのまま同じ場所で右クリックし，「貼り付けのオプション」から「値」を選ぶ．

問題 10.3.2
E 列の季節変動値のデータの 2016 年の分（E27:E38）を選択し，右クリックし，「コピー」を選択する．

そして，セル J5を右クリックし，「貼り付けのオプション」から「行/列の入れ替え」を選ぶ．
同様のことを 2020年の分まで繰り返す．
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問題 10.4
問題 10.4.1
各月の平均値を AVERAGE関数で求める．9月の値は 1201464（円）であり，百の位を四捨五入して，千

の位までの値にすると，約 1201000（円）となる．

問題 10.4.2
各月の中央値をMEDIAN関数で求める．9月の値は 1173420（円）であり，百の位を四捨五入して，千の

位までの値にすると，約 1173000（円）となる．

問題 10.4.3
各月の最大値と最小値を取り除いたトリム平均を TRIMMEAN 関数で求める（1 月のトリム平均を

「=TRIMMEAN(B2:B6,2/5)」で求め，右にオートフィルする）．9月の値は 1159890（円）であり，百の位を
四捨五入して，千の位までの値にすると，約 1160000（円）となる．

問題 10.4.4
各月のレンジを，［MAX関数で求めた最大値］から［MIN関数で求めた最小値］をひいて求める．9月の

値は 1147590（円）であり，百の位を四捨五入して，千の位までの値にすると，約 1148000（円）となる．

問題 10.4.5
各月の標準偏差を STDEV.P 関数で求める．9 月の値の百の位を四捨五入して，千の位までの値にする

と，約 445000（円）となる．

問題 10.4.6
支店ごとに AVERAGE関数で平均値，STDEV.P関数で標準偏差を求める（A店の平均値をセル H2に，

標準偏差をセ O2にそれぞれ求めて，下にオートフィルする）．
次に，（セル B17に）「=STANDARDIZE(」と入力し，A店の 1月のもともとの売上金額（B2）をクリッ

クして指定する．続けて，「,」を入力し，A 店の平均値が計算されているセル（N2）をクリックし F4
キーを 3 回押す．さらに，「,」を入力し，A 店の標準偏差が計算されているセル（O2）をクリックし F4
キーを 3 回押す．Enter キーを押すと A 店の 1 月の売上金額を標準化した値が計算される（セル B17 には
「=STANDARDIZE(B2,$N2,$O2)」と入力される）．
下にオートフィルして，さらに右にもオートフィルしてデータ全部を標準化する（標準化したデータの最

大値と最小値をそれぞれMAX関数とMIN関数を用いて求めてもいい）．
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これより，最も大きい標準化後の値は約 1.888 で，B 店の 11 月の売上金額を標準化したものである．ま
た，最も小さい標準化後の値は約-2.270で，A店の 6月の売上金額を標準化したものである（なお，標準化
する際にスピルを使うなら，「=STANDARDIZE(B2:M6,N2:N6,O2:O6)」のように入力すればいい）．

第 11章

問題 11.1
問題 11.1.1
月ごとのトリム平均は TRIMMEAN関数で求める．たとえば，セル J10は「=TRIMMEAN(J5:J9,2/5)」

で求める．

問題 11.1.2
合計は SUM関数で，つまり，「=SUM(J10:U10)」で求める．約 11.972が計算される．

問題 11.1.3
まず，補正値（セル J12）を「12÷ ［トリム平均の合計値］（=12/V10）」とする．そして，各月の補正ト

リム平均（11行目）を「トリム平均 × 補正値」（セル J11は「=J10*$J$12」または「=J10*$J12」）で求め
る．それらの合計値を SUM関数でセル V11に求めると 12になるはずである．
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問題 11.1.4
補正トリム平均の値（J11:U11）を選択し，右クリックし，「コピー」を選択する．そして，セル J17を右

クリックし，「貼り付けのオプション」から「値」を選ぶ．

問題 11.1.5
季節指数の値（J17:U17）を選択し，右クリックし，「コピー」を選択する．そして，セル F15を右クリッ

クし，「貼り付けのオプション」から「行/列の入れ替え」を選ぶ．
同様のことを 2020年の分まで繰り返す．

問題 11.1.6
季節調整済み売上高合計は，「売上高合計（原数値）÷ 季節指数」で求められるので，セル G15 に

「=C15/F15」と入力し，下にオートフィルする．2016年 2月の季節調整済み売上高合計は約 7976（百万円）
であることがわかる．

問題 11.1.7
月と売上高合計と移動平均と季節調整済み売上高合計の 4列分（B14:D86と G14:G86）を選択して，挿入

タブの［折れ線/面グラフの挿入］の「2-D折れ線」の「折れ線」を選ぶ．売上高合計，移動平均，季節調整
済み売上高合計の折れ線グラフは下記のようになる．
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問題 11.1.8
2月の季節指数が一番小さいことがわかる．
よって，翌年（2021 年）の売上高合計を予測するとき，求めた季節指数のみの影響を受けると仮定する

と，最も売上高合計が小さくなるのは 2月であると予想できる．

問題 11.2
問題 11.2.1
月ごとのトリム平均は TRIMMEAN 関数で求める．1 月についてのトリム平均（セル B11）は

「=TRIMMEAN(B3:B8,2/6)」で求める．これをオートフィルすると，10月についてのトリム平均は約 1.208
であることがわかる．

問題 11.2.2
まず，問題 11.2.1で求めた月ごとのトリム平均の合計をセル N11に「=SUM(B11:M11)」と入力して求め

る．次に，合計値が 12になるように各月のトリム平均を補正したもの（補正トリム平均）を 12行目にそれ
ぞれ求めたい．そのために，補正値（セル B13）を「12÷［トリム平均の合計値］（=12/N11）」とし，各月
の補正トリム平均を「トリム平均 ×補正値」（セル B12は「=B11*$B$13」または「=B11*$B13」）で求める
（それらの合計値を SUM関数でセル N12に求めると 12になるはずである）．10月についての補正トリム平
均は約 1.179であることがわかる．
なお，最大値と最小値については，問題に答えるためだけならば求める必要はない．
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問題 11.3
問題 11.3.1
表 11.9の 8月の季節指数は，各月の合計が 12になるような値なので，12から［8月以外の合計］をひい

て求める（SUM関数の範囲に E4:K4とM4:P4を指定するには，E4:K4をドラッグして選択したあと，Ctrl
キーを押しながら M4:P4 をドラッグして選択すればいい．または，E4:K4 をドラッグして選択したあと，
「,」を入力し，そのあと，M4:P4をドラッグして選択してもいい）．1.34となることがわかる．

問題 11.3.2
季節調整済み売上高合計は，「売上高合計 ÷ 季節指数」で求められる．表 11.8 の 2019 年 8 月の季節調整

済み売上高合計は「2019年 8月の売上高合計（原数値）÷ 8月の季節指数」（「=C21/L4」）で求められ，約
57911（百万円）となる．

問題 11.4
問題 11.4.1
月と売上高合計の 2列分（B14:C86）を選択して，挿入タブの［折れ線/面グラフの挿入］の「2-D折れ線」

の「折れ線」を選ぶ．

問題 11.4.2
データタブの（分析グループにある）［データ分析］を選択して，分析ツールの「移動平均」を選ぶ．「入

力範囲」は売上高合計のデータ（C15:C86），「区間」は「12」，「出力先」は最初の売上高合計データのとな
り（D15）にする．2019年 12月の移動平均値は約 37397（百万円）であることがわかる．

問題 11.4.3
月と売上高合計と移動平均の 3 列分（B14:D86）を選択して，挿入タブの［折れ線/面グラフの挿入］の

「2-D折れ線」の「折れ線」を選ぶ．
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問題 11.4.4
季節変動値は「売上高合計（原数値）÷移動平均」で求められる．セル E26に「=C26/D26」と計算式を

入れ，下にオートフィルする．2019年 12月の季節変動値は約 1.381であることがわかる．

問題 11.5
問題 11.5.1
作成した問題 11.4 のファイルを開き，E 列の季節変動値のデータ（E26:E86）を選択する．右クリックを

し，「コピー」を選択する．そのまま同じ場所で右クリックし，「貼り付けのオプション」から「値」を選ぶ．

問題 11.5.2
E 列の季節変動値のデータの 2016 年の分（E27:E38）を選択し，右クリックし，「コピー」を選択する．

そして，セル J5を右クリックし，「貼り付けのオプション」から「行/列の入れ替え」を選ぶ．
同様のことを 2020年の分まで繰り返す．

問題 11.6
問題 11.6.1
月ごとのトリム平均は TRIMMEAN関数で求める．たとえば，セル J10は「=TRIMMEAN(J5:J9,2/5)」

で求める．

問題 11.6.2
合計は SUM関数で，つまり，「=SUM(J10:U10)」で求める．約 12.0544が計算される．

問題 11.6.3
まず，補正値（セル J12）を「12÷［トリム平均の合計値］（=12/V10）」とする．そして，各月の補正トリ

ム平均（11行目）を「トリム平均 ×補正値」（セル J11は「=J10*$J$12」または「=J10*$J12」）で求める．
それらの合計値を SUM関数でセル V11に求めると 12になるはずである．
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問題 11.6.4
補正トリム平均の値（J11:U11）を選択し，右クリックし，「コピー」を選択する．そして，セル J17を右

クリックし，「貼り付けのオプション」から「値」を選ぶ．

問題 11.6.5
季節指数の値（J17:U17）を選択し，右クリックし，「コピー」を選択する．そして，セル F15を右クリッ

クし，「貼り付けのオプション」から「行/列の入れ替え」を選ぶ．
同様のことを 2020年の分まで繰り返す．

問題 11.6.6
季節調整済み売上高合計は，「売上高合計（原数値）÷ 季節指数」で求められるので，セル G15 に

「=C15/F15」と入力し，下にオートフィルする．2019 年 12 月の季節調整済み売上高合計は約 37257（百万
円）であることがわかる．

問題 11.6.7
月と売上高合計と移動平均と季節調整済み売上高合計の 4列分（B14:D86と G14:G86）を選択して，挿入

タブの［折れ線/面グラフの挿入］の 2-D 折れ線を選ぶ．売上高合計，移動平均，季節調整済み売上高合計
の折れ線グラフは下記のようになる．
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問題 11.6.8
12月の季節指数が一番大きいことがわかる．よって，翌年（2021年）の売上高合計を予測するとき，求め

た季節指数のみの影響を受けると仮定すると，最も売上高合計が大きくなるのは 12月であると予想できる．

第 12章

問題 12.1
度数分布表とヒストグラムの例は下記のようになる．条件さえ満たせば階級はこれ以外の分け方でもい

い．ここで，データを大きさの順に並べる際は，まずデータを１列（または 1行）に配置してから並べ替え
ればいい．

問題 12.2
下記のように計算式を入れる．
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A = 全度数－［他の度数の合計］= 12
（または，A = ［この階級の累積度数］−［前の階級の累積度数］= 12）
B = 度数/合計 = 0.14
C = 度数/合計 = 0.24
D = ［前の階級の累積度数］+［この階級の度数］= 49
E = ［前の階級の累積相対度数］+［この階級の相対度数］= 0.08
F = 1 （最後の階級の累積相対度数は 1になる）

次のような結果が得られる．

問題 12.3
４が正解である．
実際に度数分布表やヒストグラムを完成させる必要はない．問題の選択肢の 4つのヒストグラムはどれも

階級が 20～30，30～40，40～50，50～60，60～70，70～80，80～90であることがわかる．よって，データを
大きさの順に並べ替えて，この階級で度数だけ調べ，それに一致するヒストグラムを選べば正解はわかる．
ここで，データを大きさの順に並べる際は，まずデータを１列に配置してから並べ替えればいい．
この階級で度数を調べると下記のようになる．

なお，問題に答えるためだけなら，すべての階級についての度数は調べる必要はなく，

だけ調べれば，4が正解だということはわかる．
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問題 12.4
選択肢１のヒストグラムを見て各階級における度数を入力し，相対度数，累積度数，累積相対度数につい

て下記のように計算式を入力する．相対度数については最初のセル（C2）を下にオートフィルする．累積
度数，累積相対度数については２番目のセル（D3，E3）を下にオートフィルする．

これより，選択肢１のヒストグラムを与える度数分布表は

となる．50以上 60未満の階級で累積相対度数が 0.5となっているので，この階級までのデータ（つまり 60
未満のデータ）が全体のちょうど半数であることがわかる．

問題 12.5
最後の階級の累積度数が 40なので，全度数は 40である．「相対度数 =度数 ÷全度数」より，「度数 =相

対度数 ×全度数」であるので，度数を求めることができる．また，最初の階級の累積度数は度数そのもので
あり，最初の階級の累積相対度数は相対度数そのものである．
下記のように計算式を入れると，

次のような結果が得られる．
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問題 12.6
一般に，最後の階級の累積相対度数は 1 である．これより，最後の階級の相対度数を求めることができ

る．また，「相対度数 =度数 ÷全度数」より，「全度数 =度数 ÷相対度数」であるので，全度数（つまり，
最後の階級の累積度数）も求めることができる．
下記のように計算式を入れると，

次のような結果が得られる．

第 13章

問題 13.1
問題 13.1.1
「性別」と「年代」は質的変数であり，「スーバーに行く回数」と「コンビニに行く回数」は量的変数で
ある．

問題 13.1.2
スーパーに行く回数とコンビニに行く回数の 2列分（D1:E32）を選択して，挿入タブの［散布図 (x, y)ま

たはバブルチャートの挿入］の「散布図」を選ぶ．
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作成したグラフを選択した状態で，（グラフの）デザインタブの［グラフ要素の追加］をクリックし，「軸
ラベル」の「第 1横軸」を選択すると（横）軸ラベルが出てくる．（横）軸ラベルに「スーパーに行く回数」
と入力する．

問題 13.1.3
セルに「=CORREL(」と入力し，相関係数を求める 2変数のうちの片方の変数（スーパーに行く回数）の

データが入力されているセル範囲（D2:D32）をドラッグして選択したあと，Ctrl キーを押しながらもう片
方の変数（コンビニに行く回数）が入力されているセル範囲（E2:E32）をドラッグして選択する（または，
セル範囲（D2:D32）をドラッグして選択したあと「,」を入力し，そのあと，セル範囲（E2:E32）をドラッ
グして選択する）．Enter キーを押すと相関係数が計算される．小数第 3 位までの表示にすると約 −0.606 で
あることがわかる（セルには「=CORREL(D2:D32,E2:E32)」と入力される）．

問題 13.1.4
散布図のマーカー（点）の上で右クリックして「近似曲線の追加」を選択する．近似曲線の書式設定にお

いて，「線形近似」が選ばれていることを確認し，「グラフに数式を表示する」にチェックを入れる．

すると，右下がりの直線に近似されることがわかる．その直線の式（回帰式）は

y = −1.0014x + 28.179

であることもわかる（この式をことばで書くと，

コンビニに行く回数 = −1.0014 ×スーパーに行く回数+ 28.179

ということである）．

問題 13.1.5
問題 13.1.4より，スーパーに行く回数（x）とコンビニに行く回数（y）についての回帰式は

y = −1.0014x + 28.179

である．よって，空いているセルに「=-1.0014*10+28.179」と入力すると，［スーパーに行く回数が 10回の
ときのコンビニに行く回数の予測値］約 18.165（回）が計算される．
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問題 13.1.6
問題 13.1.4より，スーパーに行く回数（x）とコンビニに行く回数（y）についての回帰式は

y = −1.0014x + 28.179

である．ここで，一般に，直線の方程式「y = ax + b （a, bは定数）」において，xが 1増えると yは傾き a

の分だけ増える．つまり，スーパーに行く回数が 1回増えると，コンビニに行く回数は傾き約 −1.0014（回）
だけ増える，つまり，約 1.0014（回）だけ減ると予測できることになる．

問題 13.1.7
性別ごとにデータの並べ替えをする．そのため，B列の性別が入力されているどこかのセルを選択した状

態で，ホームタブの（編集グループにある）［並べ替えとフィルター］をクリックし，「昇順」または「降順」
を選択する．男女別に，それぞれの相関係数を CORREL 関数で求めればいい．女性については約 −0.683
となり，男性については約 −0.535であることがわかる．

問題 13.2
問題 13.2.1
表中のどこかのセルを選択した状態で，挿入タブの（テーブルグループにある）［ピボットテーブル］の

「テーブルまたは範囲から」）を選択する．「テーブル/範囲」に表全体が選択されていることを確認する．
OKボタンを押すと「ピボットテーブルのフィールド」が出てくる．
「性別」，「コンビニに行く回数」にチェックを入れる．すると，「行」ボックスに「性別」，「値」ボックス
に「合計/コンビニに行く回数」が入る．
ピボットテーブルの行（横）に性別の項目が出てきて，それぞれの項目（男女）ごとの「コンビニに行く

回数」の合計が出てくる．求めたいのは平均値なので，「値」ボックス内の「合計/コンビニに行く回数」を
クリックし，値フィールドの設定を選び，「選択したフィールドのデータ」を「平均」にする．

女性のコンビニに行く回数の平均値は約 11.13（回）であることがわかる．

問題 13.2.2
「ピボットテーブルのフィールド」の「年代」，「スーパーに行く回数」，「コンビニに行く回数」にチェッ
クが入っている状態にする（これら以外にチェックが入っていたら外す）．
「値」ボックス内が「平均/コンビニに行く回数」，「平均／スーパーに行く回数」になるように，値フィー
ルドの設定の「選択したフィールドのデータ」を「平均」にする．
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コンビニに行く回数がスーパーに行く回数より多い年代は 10代，20代，30代であることがわかる．

問題 13.2.3
「ピボットテーブルのフィールド」の「性別」，「年代」，「スーパーに行く回数」にチェックが入っている
状態にする（「コンビニに行く回数」はこの問題では不要だが，チェックがあっても差し支えない）．
「値」ボックス内が「平均／スーパーに行く回数」になるように，値フィールドの設定の「選択したフィー
ルドのデータ」を「平均」にする（下記では，「行」ボックスに「年代」，「列」ボックスに「性別」が入って
いるが，これ以外の配置でも問題ない）．

これより，30 代の女性のスーパーに行く回数の平均値は約 13.33（回），30 代の男性のスーパーに行く回
数の平均値は 6（回）であることがわかる．
空いているセルに「=」を入力し，30代の女性のスーパーに行く回数の平均値が計算されているセルをク

リックする．続けて，「-」を入力し，30代の男性のスーパーに行く回数の平均値が計算されているセルをク
リックする．30 代の女性と 30 代の男性のスーパーに行く回数の平均値の差は約 7.33（回）であることがわ
かる．

問題 13.2.4
「ピボットテーブルのフィールド」の「性別」，「年代」，「コンビニに行く回数」にチェックが入っている
状態にする（「スーパーに行く回数」はこの問題では不要だが，チェックがあっても差し支えない）．
「値」ボックス内が「平均／コンビニに行く回数」になるように，値フィールドの設定の「選択したフィー
ルドのデータ」を「平均」にする（下記では，「行」ボックスに「年代」，「列」ボックスに「性別」が入って
いるが，これ以外の配置でも問題ない）．

男性のうち，コンビニに行く回数の平均値が最も大きいのは 20代（平均値 40回）であることがわかる．

問題 13.2.5
「ピボットテーブルのフィールド」の「性別」，「コンビニに行く回数」にチェックが入っている状態にす
る（これら以外にチェックが入っていたら外す）．
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「値」ボックス内の「合計/コンビニに行く回数」（または「平均/コンビニに行く回数」）を「列」ボックス
に移動させる．そして，（「ピボットテーブルのフィールド」の上部にある）ボックスにチェックの入った
「性別」（という文字列）をドラッグして「値」ボックスに移動させる．すると，「値」ボックスに「個数/性
別」が入る（この結果より，女性のうち，コンビニに行く回数が 10 回以下の人が占める割合をわり算で求
めてもいい）．
「値」ボックス内の「個数/性別」をクリックし，「値フィールドの設定」を選び，「計算の種類」タブを選
択する．「計算の種類」を「行集計に対する比率」に変更する．ピボットテーブルのコンビニに行く回数の
項目（最上行の 0, 1, 3, 5, 7, · · · , 55）が書かれたセルで右クリックし，「グループ化」を選択する．「グルー
プ化」ダイアログボックスが出てくるので，単位を「11」にする（10回以下とは「0回から 10回」なので，
11である）．

女性のうち，コンビニに行く回数が 10回以下の人が占める割合は 56.25%であることがわかる．

問題 13.2.6
「ピボットテーブルのフィールド」の「年代」，「スーパーに行く回数」にチェックが入っている状態にす
る（これら以外にチェックが入っていたら外す）．
「値」ボックス内の「合計／スーパーに行く回数」を「列」ボックス内に移動させる．また，ボックスに
チェックの入った「年代」（という文字列）をドラッグして「値」ボックスに移動させる．すると，「値」
ボックスに「個数/年代」が入る（この結果より，10 代の人のうち，スーパーに行く回数が 0 回の人の割合
をわり算で求めてもいい）．
「値」ボックス内の「個数/年代」をクリックし，「値フィールドの設定」を選び，「計算の種類」タブを選
択する．「計算の種類」を「行集計に対する比率」に変更する．

すると，10代の人のうち，スーパーに行く回数が 0回の人の割合は 40%であることがわかる．

問題 13.2.7
問題 13.2.6 の結果の状態において，「ピボットテーブルのフィールド」の「値」ボックス内の「個数/年

代」をクリックし，「値フィールドの設定」を選び，「計算の種類」タブを選択する．「計算の種類」を「列集
計に対する比率」に変更する．
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すると，スーパーに行く回数が 0回の人のうち，10代の人の割合は 50%であることがわかる（問題 13.2.6
において「計算の種類」を変更する前の状態より，スーパーに行く回数が 0回の人のうち，10代の人の割合
をわり算で求めてもいい）．

第 14章

問題 14.1
問題 14.1.1
勉強時間（横軸）と点数（縦軸）の散布図を作成し，近似曲線を追加すると，1 点だけ下に飛び出してい

るのが見える．その点にマウスポインタを近づけ確認すると，勉強時間 110（時間），点数 34（点）のデー
タであり，それは 4 番のデータであることがわかる．よって，外れ値ではないかと考えられるのは 4 番の
データである．

問題 14.1.2
データタブの（分析グループにある）［データ分析］を選択する．分析ツールの「回帰分析」を選び，「入

力 Y範囲」は結果系のデータ（この場合は「点数」，D1:D16），「入力 X範囲」は原因系のデータ（この場合
は「勉強時間」，C1:C16），「ラベル」にチェックする．「残差」にもチェックを入れる．
これより，勉強時間が原因で点数が結果という因果関係を想定して回帰分析を行ったとき，一番予測が外

れている（残差の絶対値が一番大きい）のは 4番のデータ（残差：約 −47.88）であることがわかる．
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問題 14.1.3
データタブの（分析グループにある）「データ分析」を選択し，分析ツールの「相関」で相関係数を求める．

これより，勉強時間と点数の相関係数は約 0.786であることがわかる．
次に，外れ値である 4番のデータを削除し，分析ツールの「相関」で相関係数を求める．

これより，外れ値を取り除いた勉強時間と点数の相関係数は約 0.924であることがわかる．

問題 14.2
科目ごとに AVERAGE関数で平均値，STDEV.P関数で標準偏差をそれぞれ求める（国語の平均値をセル

B8に，標準偏差をセル B9に求めて，右にオートフィルする）．
次に，（セル I2に）「=STANDARDIZE(」と入力し，国語の Aのもともとの点数（B2）をクリックして指定

する．続けて，「,」を入力し，国語の平均点が計算されているセル（B8）をクリックし F4キーを 2回押す．
さらに，「,」を入力し，国語の標準偏差が計算されているセル（B9）をクリックし F4キーを 2回押す．Enter
キーを押すと国語の Aの点数を標準化した値が計算される（セル I2には「=STANDARDIZE(B2,B$8,B$9)」
と入力される．これは，下にオートフィルするときに「平均」と「標準偏差」の行番号を固定するために，
その前に「$」を付けているのである．一方，あとで右にオートフィルするために，列番号 Bの前には「$」
を付けてはいけない）．
下にオートフィルして，さらに右にもオートフィルしてデータ全部を標準化する（なお，標準化する際に

スピルを使うなら，セル I2に「=STANDARDIZE(B2:F7,B8:F8,B9:F9)」と入力すればいい）．
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標準化した値の絶対値が 2を超えるのは Fの数学の点数であることがわかる．
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